
本⽇は、2021年12⽉期第3四半期の決算についてご説明いたします。





輸出を含む国内化粧品市場全体は、縮⼩傾向にあります。
また国内市場は、この夏の全国的な新型コロナウイルスの感染急拡⼤や、
それに伴う緊急事態宣⾔等の⻑期化の影響がみられております。

中国市場は当第3四半期において新型コロナや災害等の影響が⼀時的に⾒られます。
中⻑期的には、中国が化粧品の最⼤の有望市場であるという⾒⽅に変わりはありませんが、
今後の事業環境や経済動向にも注視が必要という認識をもっております。

こういった中で当社グループの状況ですが、
新型コロナの影響により、国内の店舗事業においては再び厳しい事業環境となりましたが、
ポーラの海外事業を中⼼に増収し、連結で増収・増益となりました。
重点戦略であるポーラの国内EC、ポーラの海外事業は引き続き⼒強く伸⻑しております。
オルビスは減収となりましたが、スキンケアの売上は増収、購⼊単価が前年を上回りました。
また、海外ブランドは引き続き損失改善が進んでおります。

中期経営計画の重点指標である海外売上⾼⽐率は、前期末に⽐べ2.8ポイント上昇し
17.8%。そして国内EC売上⾼⽐率は、前期末に⽐べて3.8ポイント上昇して27.7%と
順調に進捗しております。



連結PLについてご説明いたします。

連結売上⾼はポーラ海外事業を中⼼に増収し1,311億円、4.3%の増収となりました。
売上原価は、ポーラの⾼価格帯商品の売上構成⽐が⾼まり改善しております。

販管費についての特記事項は、販売⼿数料が16億円ほど減少しています。
これは、ポーラにおける委託販売チャネルの売上構成⽐の低下等によるものです。
この結果、営業利益は32.7%増の122億円となり、営業利益率は9.3%に上昇しました。



経常利益は72.8%増の134億円、
四半期純利益は453%増の86億円となりました。

営業外収益には、円安豪ドル⾼等による為替差益11億円ほどが含まれております。
また特別損失は、新型コロナウイルス感染症の関連損失が前年同期から
⼤きく減少しているといった関係もあり減少しています。



こちらのページでは四半期純利益の増減要因をお⽰ししています。

続いて８ページをご覧ください。







ビューティケア事業のブランド別実績をお⽰ししています。

ビューティケア事業全体では売上⾼が4.5%増、営業利益が45.7%増となっております。

売上⾼につきましては、ご覧のブランド区分においてはオルビスを除き増収となり、
営業利益はポーラが64.2%と⼤幅な増益。
またJurlique、H2O PLUSの海外ブランドはそれぞれ⾚字幅を縮⼩しています。



ポーラブランドの売上⾼は5.8%増の771億円、
営業利益は、64%増の117億円となりました。

国内における第3四半期の新型コロナの感染急拡⼤の影響を受け、
委託販売チャネルは3%の減収となりましたが、
56%増と⼤きく売上を伸ばした中国⼤陸をはじめ、海外事業は引き続き好調で
38%の増収となっております。
また、国内ECも⼒強い成⻑を続けております。



オルビスブランドの売上⾼は、2.3%減の325億円。
営業利益については、17%減の44億円となりました。

顧客数減により累計で減収しましたが、購⼊単価は回復し、第3四半期単独では
EC中⼼に増収となりました。
これは⾼単価のスキンケア、スペシャルケア中⼼のコミュニケーションを強化した結果、
スキンケアカテゴリーの売上が伸⻑したことによります。



海外ブランドはJurlique、H2O PLUS共に損失改善ができました。

Jurliqueは、オーストラリアにおいてロックダウンによる店舗休業など
厳しい状況が続きましたが、
中国⼤陸他アジアは、ECの好調をはじめ順調に売上を伸ばしております。



THREEは、百貨店等のオフラインが緊急事態宣⾔の⻑期化によって
厳しい影響が続いております。

⼀⽅で、DECENCIAはライフタイムバリューの向上に注⼒し、増収となっております。
利益についてはご覧の表の通りです。

続いて、第4四半期以降の取り組みについて、16ページでご説明します。









ポーラブランドは、リンクルショットやB.A等の主⼒のスキンケアシリーズより
限定キットを相次いで投⼊し、お客さまの活性化を図ってまいります。
また、新規のお客さまの獲得を主な狙いとして、新しいアプリを11⽉にローンチさせる予定です。
今後進展しますOMOのプラットフォームとして、徐々に進化させていくという構想です。

オルビスブランドは、オルビスユードットの発売１周年記念プロモーションを展開するなど、
スキンケア中⼼の販促を展開してまいります。
また、ライフタイムバリューの⾼いアプリユーザーの⽐率を向上させていくなどして、
国内事業の再成⻑に向けて、お客さま1⼈あたりのライフタイムバリューの向上に
取り組んでまいります。

今期の業績の⾒通しは年初計画を変更しておりませんが、
コロナの影響が想定以上に⻑期化し、第3四半期までは計画を下回る進捗となっております。
コスト合理化等のリカバリーを図り、できる限り期⾸計画に近づいてまいりたいと
考えております。

説明は、以上となります。














